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第２四半期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2022 年８月 10 日に公表しました 2023 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績値に差異

が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 (2022 年４月１日～2022 年９月 30 日) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想 (Ａ) 

百万円 

5,602 

百万円 

458 

百万円 

450 

百万円 

291 

円 銭 

34.48 

実績値 (Ｂ) 6,867 661 653 436 53.16 

増減額 (Ｂ－Ａ) 1,264 202 203 145  

増減率 (％) 22.6 44.3 45.2 49.8  

(参考) 前期第２四半期実績 

(2022 年３月期第２四半期) (注) 
－ － － － － 

(注) 当社は、2022 年３月期第２四半期において四半期連結財務諸表を作成していないため、前期第２四半期実績につ

きましては記載しておりません。 

 

２．業績予想との差異の理由 

2023 年３月期第２四半期累計期間の業績につきまして、成長企業を中心に WEB マーケティングによる新規顧

客の獲得及び既存顧客へのフォローを継続して行った結果、１億円以上の大規模案件を 11 件獲得したことで、

上半期の受注高は 7,133 百万円と過去最高となり、当該大規模案件の完工が第２四半期（2022 年７月～９月）

に集中いたしました。 

上記の結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を上回る結果と

なりました。 

なお、2023 年３月期の通期業績予想につきましては、現時点で新型コロナウイルス感染症およびウクライナ

情勢の長期化による国内外の経済動向、市況変動により売上高等への影響が予想されますが、今後の先行きが不

透明なため、2022 年８月 10日に公表いたしました連結業績予想は据え置くことといたします。 

今後の業績動向等により、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに公表いたします。 

 

※本資料に記載している業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

以 上 


